
今月のねらい 
ぶどうぐみ 

◇興味関心が広がり、自分の要求や思いを声に出し 

て表現する。 

◇戸外遊びを通して、秋の自然に触れる。 
 
はとぐみ 

◇保育者や友だちと全身を動かす遊びを楽しむ。 

◇食事の準備や片付け、玩具の整理など簡単な生活 

習慣を身につける。 
 
ひつじぐみ 

◇イメージや簡単なルールを共有し、集団で遊ぶ楽 

しさを知る。 

◇色や形に関心を持ちながら、表現する楽しさを持 

つ。 
 
ゆりぐみ 

◇自分の思いを友だちに伝えながらも、友だちの思

いにも気付く。 

◇季節の変化を肌で感じ、気温や気候によって着衣 

を調節するなど、自分自身の体調に意識を向け、 

健康的な生活を送る。 
 
ばらぐみ 

◇季節に応じた生活の仕方を知り、衣類の着脱など 

自らできることはやろうとする。 

◇自分の思いや考えを伝え、友だちの思いも聞こう 

とする。 
 
ほしぐみ 

◇自分の意見をみんなの前で伝えあいながら、クラ 

ス全体で考えようとする。 

◇目的に向かって友だちと力を合わせて、やり遂げ

たり、工夫したりする。 

 今月の聖句 

みーつけた ／ じっくりと 
神さまありがとう ／ 気づく 

 
神は愛です。  

ヨハネの手紙Ⅰ ４章 1６節    

法人の理念 

キリスト教の愛の精神に立って、福祉サービス
を必要とするすべての人に仕え、日常を支援し
常に人々の人権を護り、その人格の尊厳を尊重
する。 

１１月の園だより 
2025年度 久宝まぶねこども園 
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10月 25日に開催した幼児部の運動会は、雨を心配しながらの開催でしたが
全プログラムを終了することができました。多方面にわたるご協力に、感謝いた
します。 
年々残暑が厳しくなり、思うように戸外での練習を進めることができませんで

したが、少しずつ保育室や多目的室での練習を重ね、当日は練習の成果を十分に
発揮することができました。会場にお越しくださった皆さまの声援が子どもたち
に届き、元気いっぱいの勇姿を見ることができ、感謝です。 
朝晩は肌寒い日が続き、大人でさえ体調管理の難しさ感じます。普段から、体

温調節ができるように、衣服は厚着をしすぎず、着脱しやすいものを使用しまし
ょう。幼児部は、基本園内では半袖・半ズボンで過ごすので、冬に向けて体力作
りも心がけたいと思います。 

 

家庭連絡 
◆気温に合わせて、衣服の調節ができるように着

替えをご用意ください。 

◆寒くなってきました。防寒着は子どもたちの安

全確保の意味を含め、フードや紐がない物をご

用意ください。必ず本人の名前を分かるところ

に記入してください。 

◆登園は９時 30分までにお願いします。 

９時 30分の時点で確認できている出席人数と

遅刻等のご連絡をくださった人数で給食人数を

報告する関係上、欠席や遅刻の連絡は必ず９時

15分までにご連絡ください。 

◆平日お仕事がお休みの時に登園される場合は、

９時から 17時の間でご利用ください。その際

は、乳児クラスは連絡ノートに、幼児クラスは

元気カードにその旨を記入し、緊急連絡先の優

先順位をご記入いただくか、コドモンに連絡事

項でお知らせください。また、お仕事が早く終

わられた場合なども、お迎えの時間を早めてく

ださるよう、ご協力をお願いいたします。 

◆予防注射接種後に遅刻で登園される場合は、必

ず医師に登園の確認をしてください。接種後の

登園で発熱(高熱)した子がいますので、できる

だけ安静に過ごしていただきたいです。 

◆登降園時の打刻を忘れないようにお願いしま

す。QR コードがない場合は手打刻もできます

が、お間違いのないようにしてください。 

◆園の駐車場を利用される場合は、安全上、エン

ジンをお切りくださるようにお願いします。 

 駐車される際は、必ずハザードを点滅して、周

りの車や歩行者に分かるようにしましょう。 
 

苦情解決委員会 

苦情受付担当者：島内久美子・吉髙知恵子 

苦情解決責任者：五十嵐宏枝 

第三者委員  ：畑 健次郎・花岡 尚樹 

        酒井 咲子 

今後の行事 
 

４日(火) 愛児祝福式 

１０日(月) 内科検診①：はと・ほしぐみ 

１１日(火) 誕生会 

１２日(水) 内科検診②：ひつじ・ばらぐみ  

１４日(金) 懇談会・発表会：はとぐみ 

１７日(月)  内科検診③：ぶどう・ゆりぐみ 

２０日(木) 秋の遠足：ばらぐみ 

２１日(金) 秋の遠足：ひつじぐみ 

２８日(金) 懇談会・役員選出：ばらぐみ 
 
※内科検診については、問診票を後日配布 

いたします。 

今月のうた 
 

♪ ちいさいときから(讃美歌) 
♪ こぎつね 

 

安全を護るために  
先日、高齢者施設に元職員の侵入
による事件が報道されました。 
当園でも、不審者による避難訓練
は年２回ほど行いますが、毎回課
題が挙がり、この場合、どうすれ
ば園児を守ることができるか、と
話し合っています。保護者の方に
は、園内外で、不審に思われるこ
とがあった時は、慌てず報告して
いただき、併せて、必ず保護者証
の携帯も忘れずにお願いいたし
します。 

 長かった酷暑が過ぎて、ようやく秋になったと思ったら、今度は急に寒さがやって来た
ようです。日はすっかり短くなり、お迎えの時間には暗くなっていることも増えてきまし
た。ですが、子どもたちは思い切り遊べることを喜んで、この季節を過ごしています。 
 3 歳くらいの子どもたちに「神さまって見たことある？」と聞くと、得意気に「あるで」
と答えてくれる子どもがいます。大人には見えなくても子どもの目には見えているのかも
しれません。日本語では「カミ」を「隠れ身（目に見えないもの）」として理解しています
が、それは聖書も同じで「いまだかつて神を見た者はいません」と書かれています。しか
し、同時に「私たちが互いに愛し合うなら、神は私たちの内にとどまり、神の愛が私たち
の内に全うされているのです」とも言書かれています。なぜなら「神は愛」だからです。 
 「愛」とは「人を大切にする」ということです。具体的には、時間や物や心など、自分
の持っている「よいもの」を相手のために使うということです。そしてそのようなことが
できるのは、私たち自身が先に「してもらって嬉しかった」という体験を持っているから
です。そのような愛の働きを教えてくれた方々の中に、他でもない神様がいるのだと思い
ます。私たちが今を生きる子どもたちを日々に大切にすることを通して、子どもたちもま
た、周りの人たちを大切にすることができるようになっていくのだと思います。 

（チャプレン 牛田匡） 

 


